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はじめに

加速的に進行する地球温暖化のさまざまな悪影響が、企業にも待ったなしの対策を
迫りつつあります。京都議定書で定められた日本の削減目標は 2008 ～ 2012 年の第一
約束期間に 1990 年比 6％、先進国全体で約 5％の削減目標ですが、その程度の削減で
は地球温暖化防止は到底かなわないことが明らかになってきました。そのため、欧州
では 60 ～ 75％削減という目標設定を進めている国が増えつつあります。

規制であれ、自主的取り組みであれ、企業への温暖化ガス排出削減への圧力が今後
格段に強まることは間違いありません。わが国の企業は地道な努力と改善の積み重ね
により 6％削減に向け大変な努力をしていますが、改善的手法だけで対応するのでは
限界があります。企業は、温暖化の全体像を把握した上で、今までの取り組みの延長
にはとどまらない抜本的な取り組みを迫られることになるでしょう。

このような現状を踏まえ、2006 年 11 月 15 日、欧米を本拠地に世界各地の政府・
企業に持続可能な経営の戦略を指南するコンサルタント、アラン・アトキソン氏を招
き、フォーラム「地球温暖化防止　企業の戦略的アプローチ：現状を打破する次の一
手」（主催：（有）チェンジ・エージェント、共催：日経 BP環境経営フォーラム）を
開催しました。温暖化に対する世界各国の対策、温暖化に関するシステム思考的な分
析、そして世界の先進企業の対策の事例をシステム思考の視点から紹介し、おかげさ
まをもちまして満場のご来場者に高く評価いただきました。

本冊子は、このフォーラムの内容をもとに作成したものです。各企業で温暖化対策
や社会的責任活動の企画や実施の最前線にいらっしゃる方々にとって、「煮詰まり」
解消のお役に立つ内容を盛り込みました。もちろん、温暖化対策はこれからという企
業や自治体の方にも活用いただける内容です。

6％の削減は最初の一歩に過ぎません。60％もの削減が求められる時代がすぐにや
ってくることでしょう。現状の取り組みの手詰まり感を打破し、真に有効な次の一手
を考えていくために、ぜひ本誌をお役に立ててください。

取締役会長
枝廣淳子

代表取締役社長兼CEO
小田理一郎

有限会社チェンジ・エージェント
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◉スピーカー紹介◉

アラン・アトキソン
AtKisson, Inc. CEO

持続可能性分野のコンサルティングのグローバル・ネットワーク、アトキソン・グル
ープの創立者・CEO。数々のフォーチュン 500 企業をはじめ、米国防総省、ラトビ
ア政府、WWFクライメート・チームなど、多くの民間機関、公的機関の戦略アドバ
イザーを務める。2006 年より「地球憲章イニシアティブ」の暫定国際ディレクター
を兼務。持続可能性指標分野の世界的な第一人者。主な著書に、『カサンドラのジレ
ンマ　地球の危機、希望の歌』（PHP研究所）がある。スウェーデン在住。

枝廣淳子
環境ジャーナリスト／（有）チェンジ・エージェント会長

心理学を生かし、「自分や人を変える」技術を構築。講演、執筆、テレビ出演などの
ほか、NGOジャパン・フォー・サステナビリティの設立者・共同代表や、東京大学
客員助教授（人工物工学研究センター）としての活動などを通じ、人や組織の「変化
のプロセス」の研究・サポートを深める。開発、研修、ファシリテーションを担当す
るほか、講演、執筆の実績多数。訳書に、『不都合な真実』（ランダムハウス講談社）、
『成長の限界̶̶人類の選択』（ダイヤモンド社）、共著書に『地球のなおし方』（ダイ
ヤモンド社）、『なぜあの人の解決策はいつもうまくいくのか？　「小さな力で大きく動
かす！」　システム思考の上手な使い方』（東洋経済新報社）など。

小田理一郎
（有）チェンジ・エージェント社長兼CEO

人や組織が自律的に目的を達成する効果的な仕組みをつくるため、2年間の米国留学
で組織変革のスキルを学び、多国籍企業で 10 年間、製品責任者・経営企画室長とし
て、組織変革の実務にあたる。その後独立。企業の社会的使命の追及と、非営利組
織マネジメントの強化のためのコンサルティング経験を生かし、変化のマネジメント
のための開発、研修、コンサルティング、ファシリテーション、講演、執筆を担当。
共著書に、『なぜあの人の解決策はいつもうまくいくのか？　「小さな力で大きく動か
す！」　システム思考の上手な使い方』（東洋経済新報社）。
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